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資料-1

荒川太郎右衛門地区自然再生事業荒川太郎右衛門地区自然再生事業

実施計画の施策実施計画の施策((案案))
についてについて

平成20年10月

red-guest
長方形
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1.1.実施計画における事業の実施内容実施計画における事業の実施内容

実施計画整備メニュー区間
8
維
持
管
理

9
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

多様な水域・水際環境
創出の施策

1.旧流路の
　 流水路としての
　 整備

2.旧流路の保全

3.湿地及び止水環境
　 の拡大

その他の施策

6.河川縦断方向の
　 連続性の確保

4.河畔林の保全

5.ハンノキ林の
保全・再生

7.治水面でのの施策

10.環境学習と
　 安全な利用

太郎右衛
門自然再
生地の望
ましい姿

70年前の
荒川旧流
路におい
て太郎右
衛門自然
再生地固
有の豊か
な生態系
を育む湿
地環境

自然再生の目標

蛇行河川の復元

Ⅲ.荒川本川と連続させた流
水路として蛇行河川を復元
することにより、多様な水
域・水際環境を形成する。

湿地環境の保全・再生

Ⅰ.太郎右衛門自然再生地固
有の多様な生き物とそれら
が生育・生息できる自然環
境を保全・再生する。特に、
多様性、自然性が高い湿地
環境については全体のバラ
ンスを考慮し拡大を図る。

過去に確認された生物が
住める環境の再生

Ⅱ.過去に確認された当該区
域の固有かつ多様な生き物
が住めるような環境の再生
を目指すものとする。

荒川エコロジカル・
ネットワークの形成

Ⅳ.周辺地域とのエコロジカ
ル・ネットワークの核とな
るよう、自然環境の質的向
上を目指す。

治水面からもプラス

Ⅴ.将来にわたり治水の面か
らもプラスとなるような自
然再生事業とする。

①上池の掘削

②上池呑口切り下げ

③高水敷の切り下げ

④河畔林の保全・再生

全体構想
の目標

：当面の実施計画のメニュー

：今回の協議会での議題

下
池

近
傍

中
池

近
傍

上
・
中
・
下
池

近
傍

上
池

・クヌギ、エノキが
優占する河畔林

・ハンノキが優占す
る河畔林
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②上池呑口の切下げ②上池呑口の切下げ

2.2.個別施策個別施策

１）旧流路の保全

呑口の切下げにより、本川増水時に流入しやすくなるが、同時
に減水後に流出しやすくなることから、上池（下流側）につい
て現状より乾燥化しやすくなることが懸念される。

前回協議会での意見前回協議会での意見

前回協議会において、上池の呑口を切下げ、本
川増水時の流入頻度を高めることを提案した

平面図

※横断図の縮尺は 縦：横=10：1

■前回協議会における協議の概要

B B’

縦断図
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■前回の説明■
呑口の切り下げにより上池の湛水特性に変化が生じる可能性がある

現況 呑口切下げ後(無対策)

呑口敷高=10.9m
流入時呑口敷高=10.3m
流出時呑口敷高=10.9m

横
提

横
提

縦断図

平面図

縦断図

平面図

現況河床高

約2ヶ月間で想定される
水位低下量（1m）

一時的な水深　約1.6m

2ヶ月後の水深　約0.6m

旧河床高

▽9.9m

横
堤

現況河床高
約2ヶ月間で想定される
水位低下量（1m）

一時的な水深　約1.0m

2ヶ月後の水深　10cm未満

旧河床高

横
堤

▽9.3m
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■第■第2020回協議会の意見を踏まえた提案回協議会の意見を踏まえた提案

現況呑口と比較して、荒川本川が増水したときに流入しやすく、なおか

つ減水時には流出しにくい構造とする。

・新設呑口の敷高は、現況呑口よりも低い高さ（A.P.10.3m）とする。
・増水時に上池にたまった水が、減水後に現況の呑口の高さ

（A.P.10.9m）以下で流出しないよう、ゲートを設置する。

呑口部正面図

※新設呑口の位置については、施工性、周辺への影響を考慮した上で
今後検討する。

呑口現況写真
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呑口流入・出イメージ

増
水
時

減
水
時

現状の呑口

10.9m以下では流入しない

→水路

→水路

ゲートが水の流れで開き、上池
へ流入する

ゲートが閉まり、10.3mの高さ
では流出しない

改築後の呑口

→水路

→水路

10.9m以上の水が呑口から流出する
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2.2.個別施策個別施策

2）湿地及び止水環境の拡大
■湿地及び止水環境の拡大の方針

太郎右衛門地区全体で湿地環境が減少している
ため、湿地及び止水環境をモニタリングしながら
段階的に創出する。

上池近傍の高水敷の様子（横堤付近より）

■整備メニュー

高水敷切下げ高水敷切下げ

■進め方

（当面は、上池近傍の高水敷切り下げの
実施について検討する）

湿地及び止水環境の拡大を図る範囲及び掘削高さ、形状については、試験
施工及びモニタリングを実施しながら決定する。

：湿地及び止水環境の拡大を図るエリア

三ツ又沼ビオトープ
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高水敷の切下げ高水敷の切下げ

上池近傍の高水敷掘削の範囲、掘削高さ及び形状につい
ては、試験施工の結果を踏まえて検討する。
上池近傍の上池近傍の高水敷高水敷掘削の範囲、掘削高さ及び形状につい掘削の範囲、掘削高さ及び形状につい
ては、試験施工の結果を踏まえて検討する。ては、試験施工の結果を踏まえて検討する。

高水敷の切下げ

予定エリア

▽高水敷高13.5m

※横断図の縮尺は縦：横=4：1
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3）河畔林の保全河畔林の保全

■河畔林保全の対象地

a)クヌギ、エノキが優占する河畔林（中池近傍）

b)ハンノキが優占する河畔林（下池近傍）

クヌギ、エノキが優占する河畔林

中池近傍の河畔林の様子

ハンノキが優占する河畔林

下池近傍のハンノキ林の様子

三ツ又沼ビオトープ
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河畔河畔林の保全林の保全・再生・再生

■保全・再生方針

■整備メニュー

既存の河畔林を良好な状態で保全するとともに、周辺部においては
まとまった自然地や河畔林の拡大を図る。

　・河畔林が生育している箇所では、河畔林を保全し、自然発芽可能な環境を整える。

　・河畔林が生育していない箇所では、河畔林や在来植生が生育可能な環境を整え、範
囲を拡大する。
※具体的な内容については、生態系モニタリング専門委員会へ諮る。
※上記に関わる具体的な維持管理方法及び維持管理体制については、ワーキンググループに
　　おける意見を踏まえ検討する。

横
堤

a)クヌギ、エノキが優占する河畔林 b)ハンノキが優占する河畔林
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